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瓦からみた讃岐国分尼寺の造営時期について

渡部 　 明 夫

１．はじめに

讃岐国分尼寺が讃岐国分寺とともに奈良時代に建立されたことは江戸時代から知られていた（１）が、造

営の開始時期や完成時期などについては現在まで明らかにされていない。

大正８(1919)年、長町彰氏は讃岐国分尼寺跡出土瓦をはじめて取り上げ（２）、八葉複弁蓮華文軒丸瓦Ｋ

Ｂ104（３）(讃岐国分寺跡ＳＫＭ18)、均整唐草文軒平瓦ＫＢ201Ａ(同ＳＫＨ01Ｃ)・ＫＢ201Ｂ(同ＳＫＨ

01Ｂ)・ＫＢ204・ＫＢ205や格子叩き目・縄叩き目をもつ平瓦の破片などを紹介しているが、軒瓦の年

代については言及していない。

大正11年に刊行された『史蹟名勝天然紀念物調査報告１』 では、国分寺瓦窯跡(府中・山内瓦窯跡)

から天平期以降の軒瓦が出土することを紹介しているが、聖武天皇の在世中は国分二寺の整備が進まな

かったとしている。

また、昭和６年には坂出市所在の鎌田共済会郷土博物館で、讃岐国分尼寺跡出土の十六葉細素弁蓮華

文軒丸瓦ＫＢ101・八葉複弁蓮華文軒丸瓦ＫＢ103Ｂ・ＫＢ104・均整唐草文軒平瓦ＫＢ203が展示

され（５）、讃岐国分尼寺に用いられた軒瓦の内容が徐々に明らかになった。

昭和13年、岡田唯吉氏は『国分寺の研究』 の中で、讃岐国分尼寺跡出土の軒瓦を天平期として、国

分寺建立の際に尼寺も創立されたとした。また、堀井三友氏も『国分寺址之研究』 において、讃岐国

分尼寺跡出土軒瓦が奈良時代と思われることから、国分寺と同時に建立されたとしたが、いずれも瓦の

編年研究をふまえた年代観に基づくものではなかった。ただ、堀井三友氏は讃岐国分尼寺跡出土軒瓦に

は国分寺と共通するものがあるとともに、十六葉細素弁蓮華文軒丸瓦ＫＢ101のように国分尼寺にのみ

出土する軒瓦があることに注目している。

その後、昭和40年代から安藤文良氏を中心に香川県内の古瓦の集成が進み（８）、これを受けて昭和58

年の『新編香川叢書　考古編』 では十六葉細素弁蓮華文軒丸瓦ＫＢ101を創建瓦と見ることもできる

として、はじめて出土瓦から讃岐国分尼寺の創建時期を明らかにしようとした。

また、松本豊胤氏は、昭和62年に刊行された『新修国分寺の研究』 の中で、軒丸瓦Ⅳ類－(１)－(Ａ)

と軒平瓦Ⅱ類を讃岐国分尼寺の創建瓦とし、「国分寺建立の詔以後時を経ずして讃岐国分尼寺が建立され

たことを物語っている。」とした。

軒丸瓦Ⅳ類－(１)－(Ａ)は国分尼寺跡出土瓦の挿図中には掲載されていないが、讃岐国分寺に関する記

述の中に「周縁の内傾面には23個の鋸歯文が施されている。」と記されているので八葉複弁蓮華文軒丸

瓦ＳＫＭ01と考えられる。また、軒平瓦Ⅱ類は挿図中の均整唐草文軒平瓦ＫＢ201Ａ、すなわち讃岐国

分寺跡ＳＫＨ01Ｃをいうと考えられるので、松本氏は、讃岐国分尼寺ではＳＫＭ01－ＳＫＨ01Ｃの組

合せがみられ、讃岐国分寺とほぼ同時期の建立を想定したようである。

しかし、讃岐国分尼寺跡出土とされるＳＫＭ01は、了恵寺資料とされる１点の拓本が鎌田共済会郷土

博物館に所蔵されているが、石狩市了恵寺に所蔵されている当該瓦を確認した結果、「サヌキ国分寺」の

注記があるとともに、住職の高木憲了氏からも讃岐国分寺跡出土であるとの説明をいただいたので、八

葉複弁蓮華文軒丸瓦ＳＫＭ01は讃岐国分尼寺跡からは出土していないことになり、現在のところＳＫＭ
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第１図　讃岐国分尼寺跡出土軒瓦１

１. ＳＫＭ０３Ａ
２. ＫＢ１０３Ａ

３. ＫＢ１０３Ｂ

６. ＫＢ１０１

９. ＳＫＭ０７

７. ＫＢ１０４

４. ＳＫＭ０４

５. 型式名未設定

12. 型式名未設定

10. ＫＢ１０５８. ＫＢ１０２

13. ＳＫＨ０１Ａ
11. ＫＢ１０６

15. ＫＢ２０１Ａ
14. ＫＢ２０２

16. ＫＢ２０１Ｂ
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01－ＳＫＨ01Ｃの組合せを讃岐国分尼寺の創建瓦とすることはできないことになる。

一方、昭和57年度に実施された指定地南西部での発掘調査で、讃岐国分尼寺の寺域の西側を限ると思

われる南北溝が検出され、出土遺物からみてこの溝が10世紀に埋没を開始していることから、その掘削

はそれ以前であるとしたが、国分尼寺の創建時期を推定する有力な根拠となる溝の掘削時期の特定には

至らなかった（11）。

しかし、昭和59年度の讃岐国分尼寺跡の発掘調査において、国分尼寺の創建期の瓦とみられる均整唐

草文軒平瓦ＫＢ202は、讃岐国分寺跡ＳＫＨ01Ａの瓦笵の上外区の珠文帯を周縁帯に彫り直したもので

あることが明らかにされた（12）。

また、昭和59年度の讃岐国分寺跡の発掘調査ではＳＫＨ01Ａを創建期軒平瓦の最古に位置づけ（13）、

翌昭和60年度の発掘調査において、讃岐国分寺の創建年代を８世紀中頃と想定した（14）ことから、国分

尼寺は８世紀中頃をあまり遅れない時期に創建されたと考えられることになった。

しかし、讃岐国分尼寺跡では発掘調査がほとんど行われていないため、創建期の瓦の種類・数量や軒

丸瓦と軒平瓦の組合せの問題、実年代の比定などはほとんどわかっていない。ただ、発掘資料ではない

が、讃岐国分尼寺跡の軒瓦については多くの人々によって注目され、比較的多くの資料が採集され、紹

介されている。これらの資料のほとんどは、学術的な調査を経ていないなどの問題があるが、多くの資

料を分析できれば有効な結論を導き出すことも可能であろう。

したがって、本稿では讃岐国分尼寺研究の基礎的作業の一つとして、讃岐国分尼寺跡から出土したと

される軒瓦を集成し、国分尼寺における軒瓦の様相を可能な限り明らかにし、その分析によって国分尼

寺の造営時期を考えてみることにしたい。

第２図　讃岐国分尼寺跡出土軒瓦２

１. ＫＢ２０３
２. ＫＢ２０４

３. ＳＫＨ０３

６. ＫＢ２０５

４. ＳＫＨ０５Ａ ５. ＳＫＨ１０





－47－

第３図　讃岐国分尼寺における軒瓦の組合せ

１. ＳＫＭ０３Ａ－ＳＫＨ０１Ａ

２. ＫＢ１０３Ｂ－ＫＢ２０２

３. ＳＫＭ０４－ＫＢ２０１Ａ（ＳＫＨ０１Ｃ）

４. ＫＢ１０１－ＫＢ２０１Ｂ（ＳＫＨ０１Ｂ）

６. ＫＢ１０４－ＫＢ２０３
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寺町教育委員会による讃岐国分寺跡の発掘調査では、ＳＫＭ03Ａ－ＳＫＨ01Ａ、ＳＫＭ04－ＳＫＨ01

Ｂ・01Ｃの組合せを想定している（16）。

出土量からみると、ＫＢ101－ＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ01Ｂ)の組合せに先行するとみられる軒瓦の中では、

ＫＢ103Ｂ(20.5％)－ＫＢ202(15.9％)が多く、この両者が讃岐国分尼寺の整備の初期に主要な組合せと

して用いられたと考えられる（17）。

次にＫＢ101－ＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ01Ｂ)の組合せに後出するとみられる軒瓦をあげると、軒丸瓦では八

葉複弁蓮華文軒丸瓦ＫＢ104(ＳＫＭ18)、軒平瓦では均整唐草文軒平瓦ＫＢ203・ＫＢ204がある。この

うち、ＫＢ203(18.2％)はＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ01Ｂ)に直続し、ＫＢ104(ＳＫＭ18、11.4％)は、讃岐国分寺

跡でＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ01Ｂ)と組み合うとしたＳＫＭ06より後出する（18）ことから、ＫＢ104(ＳＫＭ18)

とＫＢ203の時期は一致し、両者は組み合うものと考えられる。

単弁蓮華文軒丸瓦(ＫＢ102及び第１図５)と均整唐草文軒平瓦ＫＢ204は時期を明確にすることができ

ない。あるいは、KB102とＫＢ204が組み合い、平安時代初期に比定されるかとも思われるが、その解

明は今後の課題である。また、以上の組合せは採集資料の分析によるものであることから、今後発掘調

査による多数の資料をもとに再検討を加える必要がある。

３．讃岐国分尼寺の整備をめぐって

以上のように、讃岐国分尼寺の整備においてはＫＢ103Ｂ－ＫＢ202、ＫＢ101－ＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ

01Ｂ)、ＫＢ104－ＫＢ203の組合せが主要に用いられたと考えられる。このうち、ＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ01

Ｂ)を除くと、讃岐国分寺からはＫＢ104(ＳＫＭ18)が１点出土しているのみであり、ＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ

01Ｂ)も讃岐国分寺では主に主要堂塔の整備後に用いられた（19）と考えられることから、国分尼寺は讃岐

国分寺と異なる独自の瓦を使用することを基本にして整備することを意図したことがわかる。

讃岐国分尼寺の整備における初期の主要な軒瓦の組合せはＫＢ103Ｂ－ＫＢ202であったと思われる

が、讃岐国分寺で想定されたＳＫＭ03Ａ－ＳＫＨ01Ａの組合せも少量ながら出土している。ＫＢ103Ｂ

はＳＫＭ03Ａに後出し（20）、ＫＢ202はＫＢ201Ａ(ＳＫＨ01Ｃ)に先行する（21）と考えられることから、国

分尼寺の整備は、ＫＢ103Ｂ－ＫＢ202の段階よりわずかに遡って開始されたとともに、讃岐国分寺の

再整備にわずかに遅れて開始されたと考えられる。ただし、ＳＫＭ03Ａ－ＳＫＨ01Ａが讃岐国分寺から

の転用瓦である可能性もあり、讃岐国分尼寺の整備の開始時期の詳細についてはなお検討が必要である。

一方、府中・山内瓦窯跡出土とされるＫＢ103Ｂと均整唐草文軒平瓦ＳＫＨ01Ｃに、酷似した胎土と

同様な焼成をもつものがあり、同時製作も考えられることから、ＫＢ202とＳＫＨ01Ｃの時期差は小さ

い可能性があり（22）、そうであれば、ＫＢ202・ＫＢ201Ａの合計が25％、これと組み合うと考えられる

軒丸瓦(ＫＢ103Ａ・103Ｂ・ＳＫＨ04)の合計が27.3％となり、比較的出土量が多いことから、国分尼寺

の整備が当初から順調に進行したとみることもできる。

讃岐国分尼寺の整備が最も盛んであったのは、次のＫＢ101－ＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ01Ｂ)の段階である。

先述のように、ＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ01Ｂ)は讃岐国分寺の再整備における最終段階の軒平瓦であり、主要

堂塔の主体をなす軒瓦としてはほとんど用いられなかったと考えられることから、讃岐国分寺の主要堂

塔がほぼ完成しつつある時期に、国分尼寺では伽藍が急ピッチで整備されていたことになる。

次のＫＢ104(ＳＫＨ18)－ＫＢ203は国分尼寺の整備の最終段階であり、この段階を経て、国分尼寺の

整備がほぼ終了したものと考えられる。
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以上のように、讃岐国分尼寺は、独自の軒瓦を用いることを基本にして、讃岐国分寺の再整備にやや

遅れて整備が開始されたが、ＫＢ103Ｂ－ＫＢ202の段階で整備が本格化し、讃岐国分寺の再整備が終

了に向かいつつあるＫＢ101－ＫＢ201Ｂ(ＳＫＨ01Ｂ)の段階で最盛期を迎え、国分寺の完成後であるＫ

Ｂ104(ＳＫＨ18)－ＫＢ203の段階をへて伽藍がほぼ完成したものと思われる。

軒平瓦によって、敢えておおよその実年代を想定するならば、讃岐国分尼寺の整備が始まったＳＫＭ

03Ａ－ＳＫＨ01Ａの段階を770年代前半～中頃とし、大規模な整備が行われたＫＢ101－ＫＢ201Ｂ(Ｓ

ＫＨ01Ｂ)の段階を780年代、整備が終了に向かいつつあるＫＢ104(ＳＫＨ18)－ＫＢ203の段階を790年

代とすることができよう。
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１. 鎌田共済会郷土博物館資料

１. ＫＢ２０１Ｂ（ＳＫＨ０１Ｂ） ２. ＫＢ１０１ １. ＫＢ１０５（ＳＫＭ１５）

２. 洲崎寺資料

１. ＳＫＭ０３Ａ ２. ＫＢ１０３Ｂ ３. ＫＢ１０１

４. ＫＢ２１０Ｂ（ＳＫＨ０１Ｂ） ５. ＫＢ２０３

３. 法華寺資料

１. ＫＢ１０３Ｂ ２. ＫＢ２０２

４. 了恵寺資料

１. ＫＢ２０１Ａ（ＳＫＨ０１Ｃ） ２. ＫＢ２０１Ｂ（ＳＫＨ０１Ｂ） ３. ＫＢ２０３

第４図　讃岐国分尼寺跡出土未報告軒瓦一覧１（縮尺不同）
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５. 安藤文良氏資料

１. ＫＢ１０１ ２. ＫＢ１０１

６. 大西徳次郎氏資料

１. ＳＫＭ０４ ２. ＫＢ１０１ ３. ＫＢ２０２

４. ＫＢ２０１Ｂ（ＳＫＨ０１Ｂ） ５. ＫＢ２０１Ｂ（ＳＫＨ０１Ｂ） ６. ＫＢ２０３

９. 上原孝夫氏資料

１. ＫＢ１０２ ２. ＫＢ２０３

第５図　讃岐国分尼寺跡出土未報告軒瓦２（縮尺不同）

(１、２はいずれも破片からの復元)
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７. 堀家守彦氏資料

１. ＫＢ１０１ ２. ＫＢ１０１ ３. ＫＢ２０２

４. ＫＢ２０３

８. 米崎旭氏資料

１. 八葉単弁蓮華文軒丸瓦 ２. ＳＫＨ０１Ａ ３. ＫＢ２０１Ａ（ＳＫＨ０１Ｃ）

第６図　讃岐国分尼寺跡出土未報告軒瓦３（縮尺不同）
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